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実際にフィリピンの貿易統計を利用してみる

と，不明確な点や特殊な面が意外に多し、ことに気

づく。 とくに1959年までのものについては，その

定義および編さんの方針が何ら示されておらず，

不明な個所が多かった。 1960年以降は若干の前進

があり，現在ではある程度詳しい事情が判明した

けれども， 以下のような特殊な面が依然として存

在している。

第 1に， フィリピン貿易の通関統計として，政

府統計局作成のものと中央銀行作成のものの二つ

があることがあげられる。 この二つは統計作成の

原資料は同じものであるけれども， その定義が異

なるために相当な差異がある。

しかも， そのおのおのの定義もまた， u、わゆる

貿易統計の一般原則からはずれた特殊な原則によ

っている個所をもっている。 したがって，両方を

無差別に利用することはできなし、。国連などの同

際機関では中央銀行の資料をもとにして統計を

recompileしているが，この中央銀行のもっとも詳

細な資料は一般には公表されていない。両者の関

係は簡単な修正をほどこすことによって統ーがで

きるようななまやさしい関係にはないので， 統計

利用者としてははなはだ困惑せざるをえないので

ある。フィリピン政府としてもこのような矛盾を

解消するために，統計調整基準局を中心に検討を

行なっているが，現在のところまだ一本化は実現

していない。

そのほか司 フィリピンの貿易統計It.1－＿記 2系統

とも輸入額が f.o. b.評価金額で示されてL、る。一－
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般には輸入じ.i. f.，輸出 f.o. b.が採用されている

現在， これも一つの特徴といえよう。

また，商品分類についても事情は複雑である。

政府統計局と中央銀行でそれぞれ別個の商品分類

表が作成されており， おのおのそれなりの整備が

なされているが，実際の統計書の利用にあたって

は不都合な点が多u、。 というのは，統計書には品

目名のみが記載されているだけで， コードが付さ

れていないので意味を判断できない場合がある。

以上のように， フィリピンの貿易統計はあまり

よく整備されておらず， 利用しにくいものの部類

に属すものである。以下個々の項目について詳し

く説明を試みる。

E 統計機構

l. 政府統計局

フィリピンの政府統計機構は，商工省国勢調査

統計局（Bureauof Census and Statistics, Dept. of 

Commerce and Industry）が中』心になっており，そ

こでセンサス労働，雇用，教育，物価，企業，

通信，運輸，農業，建築，工業および貿易などの

フィリピンの全経済指標を作成・公表している。

一方，全国の諸統計の総合調整機関として大統領

府に統計調整基準局（0伍ceof Statistical Coordination 

and Standards；通称。SCAS）があり，ここで各統

計の審査が行なわれる。 これはわが国の行政管理

J庁統計基準局と同じような機能をもっ局である。

貿易統計については，前記の国勢調査統計局（以

下「統計局」という〉が作成して， これを公表して

L、る。 もっともこの場合，貿易統計作成の原資料

として大蔵省税関局（Bureauof Customs, Dept. of 
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hna11n・）か川恒IH主れに輸出入申；1;11：：を使用しご

し、る点は他の諸国と同様である。

貿易統計の作成および公表については統計局の

貿易諜がt-li"iしてL、るれ その他lこ貿易全般の業

務については， その実務は大蔵省税関部が，貿易

政策，規具lj，輸出振興ふどiこ＇）いては商工省か，

為替符理fJrr1央卸行（Crntral臥 nkof the Phili1理ines,

がそれぞれ分J旦している。

2. 中央銀行

これは政府機関とは独立の機関であり， 中央銀

行経済調査局（Dept.of Economic Research）からがj

述の統計局とは別途に貿易統計が｛乍成・公表され

てし、る。 これも通関統計であり，統計局と同様に

大蔵省税闘／，，］か：・，輸出入申J占送の年しのle片付を得

て作成されfこも c'Jである

このように， フィリピンでは二つの通関統計が

公表されてL、るが、 前述のようにほ速などの国際

機関へ提出する資料は現在までのととろ、 この中

央銀行のものである。

皿 貿易統計官の種類

1. 統副仙のもし＇）

統計局発支の）出場統計i土， Iり伐）1f, l !:J6，；年（／J 

つの時点で変更が加えられてし、る。 これは主に書

名， 純計Jふり構成などに関するものであり、統，，十

作成のための定義についてはそれほど大きな変更

はなし、。

ま寸， 1引!J'.l年ま？はもつとも詳しい統言｜とし

（品） Forei注rn Trade α置idNαvig，αtion of the 

Philippines (Annual) 

があ Jた。 これは商品類別和手国；，Jlj輸出入表/J）ほ

かに， SITC(original）にさらに 2桁コードを追加修

正した品H分類に基づく個別商品別補手同別輸出

入表を含むものであった。 ごこのほかに（a）の preli-

minary issueとして，

(b) Forn, 

があつた。 これは商品局IJが商品類別のもののみで

ぅ8

それ以上細分されてU‘なL、。

この両者ともに， ガ ！） 版,lj¥ljI）の相続なものであ

り， かっ統計編さんのための定義や説明が全然つ

いてしなし、山で， 1959年まではフィリピンの貿易

統計についてはあまり詳しいことがわからないま

まであった。

と三ろカ＇： 196()1rtえからは，何人 （b)/J)f）寸コけに，

(c) Foreign Trade Statistics of the Philippines 

いえnnual‘PartI Rじsume,Part II Annual) 

が刊行されることにな叶た。 とれには編集方法や

定義についての説明も付されており， それまでの

ものと比へて格段と改善されたものであ〆〉た。

この PartIは、商品頼別輸出入表のほかに直接

通過貿易の統計も記載されている。 PartIIは商品

7桁分類1.JIド｝輸出入表で、あり、 r￥己iJIJli,11.Jljの統計か

記載されてし、る。

こω年報と同時に同名の月報も発表されてし、た

が， 三れには商品類刃ljの統計しかのってし、なか， p

た。しかしながらこの月報は， 1963年 1月号から

全面的に改訂されら内容が詳細なものとなったれ

(tl) ForeなnTrade Statistics of the Philipρines 

(Monthly, Jan. 196:3～） 

こぴ＞196:1｛ド lJIからの月報には， その凡の総貿

易量のほかに品別（ 7桁〉国別輸出入および再輸出

が記絞されてL、る。

統計の定義は1960年からの年報（c）とまったく同

様であるので， 1963年からは年報がさらに月報に

ブレイク・ダウンされたと考えることができる。

現在 1963年の年報はまだ入手していないのでは t ' 

きりしなし、が， 多分この月報を年間で修正して年

報が作成されるのではないかと思われる O

このほか貿易統計ののっているものとして，

(e) journal of Phil砂ρincStatistics (Quarterly) 

があるが， 三れは商品、鋲別の統計のみである。

2. 中央銀行のもの

現｛i:, 111央銀行から公刊されているものには，

(f) StatisticαJ Bulletin (Monthly, Quarterly) 
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(g) Annual Rφort 

(h) Economic Indicators (Semi-annual) 

がある。

これらには， おのおの中央銀行で作成した通関

統計がのっているが，いずれも簡品類別のもので，

それ以下の細分表はない（なおこれには価格指数，交

易条件指数も示されている〉。しかし（f）の「まえがき」

には詳しい貿易統計の定義および商品分類につい

ての説明があるので， 中央銀行の貿易統計の内容

は明らかになっている。 このように比較的詳しい

説明があるにもかかわらず，現在では商品の細分

された統計は一般には公表されていない。

当研究所では， この一般には公表されていない

原資料を tabulationsheetsの形で1961年分につし、

てだけ入手したのでこれについて以下若干説明し

ておく。

この tabulation sheets は全体が第 1期（品川

崎 m田 ter,l～6月）と第2期（配condsemester, 7～12月）

のこつに分かれており，そのおのおのが，

k') 商品別相手悶別輸出

（ロ） 商品別相手国別輸入

に分かれているo

この輸入表は数量，金額（f.0. b.）のほかに保険

料（insu ranee），運賃（freight）が同時に記載され，

輸入を c.i. f.評価でもみることができるようにな

っているo この tabulationsheets自身には何の説

明もないが， 前掲書（f）の説明がこれにも該当する

ものである。

IV 定義および除外品目

］＿方式

フィリピンの貿易統計は，統計局のものも中央

統計局のものも，ともに一般貿易方式（generaltrade 

sys旬m）によっているo つまりここでは直接通過貿

易と単なる積みかえ貿易以外のすべての貨物の動

きは統計に含まれることになる。 したがリて，統

計局のものも中央銀行のものも，輪出入について

の定義はほぼ同じものとなっている。

2. 除外品目

しかしながら，輸出入の定義の例外規定である

除外品目については両者は異なっているので， こ

こではその点を中心に別々に以下みてみよう。

付）統計局のもの

前掲書（c）の「まえがき」によると，輸入には一

般商業，賠償， パーター取引，贈与，救接，生き

た動物およびその他すべての税関地域を通過して

国内にはいった貨物が含まれる。逆に，輸出には

税関を通過して圏外に出るすべての貨物が含まれ

る。また再輸出とは， いったん国内にはいってそ

のままふたたび輸出されるものをいう。以上のい

ずれの場合にも， 1件S米ドノレ以下の小額取引は

含まれないことになっている。

このように， 統計局の貿易統計は小額取引以外

はすべての貨物の動きをカパーすることになって

おり， その包括範聞は他の諸国のそれに比べても

っとも広いものの一つである。

（ロ） 中央銀行のもの

前掲書（f）の［まえがき」によって中央銀行の輸

出入の定義および除外品目についてみてみると，

外国貿易とは「フィリピンの税関地域から出るか

またははいるかした貨物の動きに関するものJで

あることは， 統計局の場合と同じで，さらにそれ

は，（1）直接通過貿易および積みかえ貿易以外の商

品の輸入と，（2）輸出（dom邸 ticexports）および再輸

出（re-exports）からなっている。

この場合，輸入では除外品目として，

4イ）金塊

（ロ）委託に基づくししゅう用材料および下着製

品

村鉱夫用カーバイト・ランプおよび賃貸料を

自国通貨で支払った撮影された映画フィルム

同郵便局（Bureauof Pos飴）を通じて到着した

もの

（剥；品
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い !,l本仏， 暫定的に輸出入されたものなどの

特殊貿め，＼白

ぷ1;,fsかれる。また、輸出の場（iiこは，

（イ） 金鉱石および余地'-1%

（ロ） 委託に基〆｝くしし山う製品および下者用材

料

川郵便局を通じて送り出されたもの

件）特殊貿易品

は除かれる。

以上心りいっ二れの場台にも， 統計イφのものと異な

り，小制取り｜を除外寸るという説明はなされて＇ v、

なL、。

つぎに， 't＂央銀行山 tabulationsheetsをもとに

して作成している国連の 『統計月報』 (Monthly 

Bulletin of Statistics）の説明をみるとつぎのと

おりである（出 1）。

付）米軍船舶によって遊ばれたUNRRA物資は

輸入かり除く。

（ロ） 郎分的に｝Jfl工された金 i主幹出入に；~まれ

る。

川市に f仁って輸入された軍用品は11，託した／三

し軍以外によって輸入された軍余剰品（土輸入

に含まれる。

件）公海から搬入された魚介およびサルベージ

はすべて含まれる。

（村柏舶・航~機内売員はすへて含まれる。

（吋 郵便小包；土除外される。

（ト） との他1961年以前は， ししゅう市原件， 同

製品は除かれていた。

三のように国連では， 中央銀nの統計を再修正

して発表しているので，厳密にいえば現状では三

つの除外品目規程がそれぞれ採用され， そのおの

おのによったニつの通関統計が作成されているこ

とになる。

3. 原資料お上ひ崩言I期間

！日L資料は．古tiにふA1,t二上うに， ぃ－Jれ f，税関局

か九め輸出入申fr書山コピーに .l:＂い、ふ (il2'•0

60 

それには数量・金舗のほかに相手国， 商品名，商

品コードなど必要事項が記載されてし、る。相手困

' t輸出は最終II：向i也（ultimatedestination）を，輸入

I土原産国｛じoun1ryof origin）を採用してし、る。

統，-n,期11u，主，輸出入通関完了の時点を採片iして

十る

以上で明らかなように， 統計｝nJのものと ljI央鋭

行のものとの数字の相違は， 除外品目の相違によ

るものである。

一般原則からすれば， 統計局のものはあまりに

その己括範聞が広く， むしう例外的な統計と考え

ることができる。その点，中央銀行のもののぼう

が一般原則に近い形で編さんされているとU、えよ

この結弘＼ 統計局発表の統計と 111央銀行のもぴ）

あるL、は国連のものとの聞には相当の聞きがでて

いる。第1表は統計局の統計と国連の統計および

中央銀行の統計を比較したものである。

第 l褒輸出入額の比較（輸出入とも f.o. b.) 

(1地跡～59年川万ベゾ
・ 1960～61年100万ドル

ip・

1956［輸入｜1輸出｜

統計対｜国 連

1,012.3 
906.4 

泊せ

Aaτ

．
 

2
・b

’i
ハリ

ハ
リ
白
汐，
 

’Eh
 

中央銀行

1957［輸入 l

i輸出｜

入
出

1,226，忌
862.1 

1,117 .'.I 
985.5 

1,047.2 
1,059.ら

603.87 
560.39 

622.06 
5:!0.20 

1,229 
895 

1吋事 1.106.(i 
919.6 i 

l、041.9 I 
1,011.1 I 

ι24.5 
535.4 

622.2 
536.5 

1,12・1 
982 

1959（輸入
l輸出

J9ベ議合
1｛輸入 l
輸出［

1,047.2 
1,059.0 

60；よ.9
560.4 

603.9 
5（》i0.4

(IL',ffr) U. N., Yearbookザ InternationalTrade 

Statistics, 1961. Central Bank of the Philippines, 

ヴtatisticalBui lctin 

（注 1) U. N., Suiψlement to the ]Monthly 

Bulletin of c'>'tatistics, 196'.l, p. 149. 

（冷 2〕 輸出入111告九は，ji量作成され，そのうち内

1通を税関向が保存 L，他は統計局，中央銀行，関税

妥0会（Tariff心_1mmission）によと三千jされる～



Ⅴ　数量・金額評価

Ⅵ　商品分類
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V 数量・金額評価

1. 数量評価

数量は，両方とも純重量で， 単位はキログラムま

たは個数（No.1で表示されてL、お。 ll日干年までの

統計局の統計書（乱）には， これ以外の数量単位が多

く見うけられるc そこには， Jートル法のほかに

オンス（OZ），平方ヤード（SQYD），平方フィート

rSQ FT）などのヤードi:L、も罷じっており，さらに特

殊なものとして Boardfeet (BD FT=0.00236立方

バートル）も使J〕れてU、たが，現在で以前記二／） に

統一されており，利用しやすくなっている。

2. 金額評｛1lli

原資料である輸出入申告書には，金額は米ドル

単位の f.0. b.評価額が記載されているc 中央銀行

では， この原資料をもとにして金額をベソに換算

しないで集計しているので， tjl央統J十日のものは

米ドル表示となっている。

国連の『貿易統計年鑑Jの注によると「輸入ほ

f. o. b.取引価額（外国に支払われた運賃その他の経費

は含まれてU、なレが，それは戦前ではf.0. b.価額の約15

%, 1946年では約13%と推定される〉， 輸出は f.o. b. 

取引価額に近ャが，波止場使用税， 内国収入税な

どの特定の税は含まない。一一1960年以降， 貿易

統計は 1959年の数字に該当する米ドル表示でこ

こに掲げられている」。現在輸入 f.0. b.の国は U.

S.A.，カナダな立数カ｜司にすぎないが、フィリピ

ンもその中の一つである。これは，ブイリピンが

U.S. A.の影響を強く受けていることの一つの現

われでもある。 このような不統ーのために，国際

比較上不都合が生じやすL、ので、近年二の点につ

いて調査や国際会議などでの検討がなされている

, 113）。

つぎに，統計局の統計では輸出入とも f.0. b.評

価であることじかわり t._1.、が、 持i｛立はへソとなっ

ているo この場合1959年までは 1米ドノレ＝ 2ベソ

の公定レート許価によるぺソ友示で統計が作成さ

れてレた。これは1946年独立以来ずっと引きつが

れたものであった。 1959年以降1962年の聞は，為

f干のH尚北にもかかわらず， 円由iこなった為特の

レートによる評価は行なわれずに， 従来どおりの

l米ドル＝ 2ベソのしートが依然として採用され

ていたO

しカ‘しながら， 1%:1年か人，すなわち前に述べ

た統計局の統計書に変東のあ，った時点からは， 実

効レート評価によるベソ表示に切り存えられた。

これは従来の 1米ドノレ＝ 2ベソの公定レートが実

去カレートからはなはだしく滑離してしまったため

に変賀されたものであゥて，輸入では年間平均実

効レート 1米ドル＝：L沼ベソ，輸出でほ年同行成

実効レート 1米ドルニ＝3.43ぺソの換算率が採用さ

れている｛注むの

（注3) 世界貿易マトリクス作成のときには c.i. f. 

とf.0. b.の調牲が問題となるr 従来 f.0. b.の10%哨
が近似的にじ i. f，と，＂；えて修正している例もあみが，
これも必ずしも正確なものではない。（cf.0. Morgen-
stern、Onthe ilccurwyザ EconomicObservation, 

p. 1:17）なお，この f.o. h., C. i. iの差拡！のilltl定を可能
とするために， 1964年8月パリで聞かれた貿易統計専
門家会議では［輸送統計の整備の方法 iが検討ぎれた。
Ci¥: 4) ・11if持者（d）の「まえが＼Jによろ。

VI 商品分類

1. 品目表の種類

統計局のものも中央銀行のものも， どちらも

SITC rorigin内を骨子としたti/-，自分類を採用して

いるが， これらの細かし、点の事情は複雑である。

大ざっぱな U丸、方をすれば，どちムも SITCfi桁

(item）の下にさらに 2桁コードを追加した体系と

いうことができるけれども， ~r,i者山間の関係はも

ちろん，各品目表もたびたび修正が行なわれてし、

るので，その前後関係も明ムかでない〉

さらに， このような貿易統計の 2本建ての統ー

を意図して統計調整基準局代民CAS）が1960年に標

準分類を別に作成して， それの採用をすすめたO

その結果196：＼年時点には，
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lイ） Hur山 uof Census and Statistic,-;, S'/andard 

International Trade Classification (Revised 

1960) 

（ロ） Central Bank ni the Philippines, Statis-

tim! C!assijication (Jf Commodities (Rじvised

.T uly 1, 1963) 

け OSCAS, Standard Commodity Class併ー

cation of the Philip戸ines(1960) 

の三つの品 Wt＜が存在してL、ることになる、

とれ↓＼のどれもがsn℃（original）を模範として

作成されていることは事実だが， 細部での違いは

相当あろのづ、 以下それ：土ついてみてみ工円。た

だし州（｝託、ASのものはあくまで基準案m伎のも

のとしてfh止されただけで， 現在そのままは使用

されていないのでこれの説明は省略するO

2. SITCとの関係

統計局のl日H分類は第2表に明らかたkうiこ，

SITCと：i桁段階で相当の差異がある。これは統

計局のもののほうが分額が細かくなっているため

であるつ三の場合 SITCとの対応関係は明 （， '/Jミで

あるので司；ほ，H-局の統計を SlTCへ組み換える場

合には亡れiまど大きな問題はない。

第2表 品目 数一覧表

統計局 L%:3年
叫TC品目表 統計書＊

1哲3桁！ 1者J7有i,¥I，百数
｜届r1I品目｜品目｜ ' 
｜凱 l数 数｜輸出｜輸入

川 TC、l桁

0 食 糧
1. 飲料およびタバコ
2. 食用に適さない原材

料（鉱物燃料を除く）
3. 鉱物性燃料・潤滑油

および関連品
4. 動物性および植物性

の油脂

5. 薬！日1 類
fi. 原料引J製品
7. 機械執お上び運搬用

機原
8. 雑製品
9，特殊取扱品 l

36 35 394, 
4 4 ,17 

2!> 29: 4：＇り

5 41 42j 

:~ 4 48 

12 17 517 
:Hi 53 8(1:l 

12 18 408 

n rn 390 
:l. 5 22 

1491 182 2 '991 

38 167 
民 16 

]08 68 

19 

22 

:1 278 
:n 540 

2 ;340 

27 359 
7 7 

226',l ,816 

（注） , 1%:1年統計書と tt1i1i lt¥(d）をいう， 19fi:i ;r 1 

月号に寸：月件数字の出口、る品目の数であろ｝
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ヒ危，統計／；；jの定義では 般原氏I］では除外t'11'1fJ 

となっているものも統計に含めているので， ここ

からも若干の SITCとのくい濃いが生じている。

つ全り， 951軍隊用火器，火薬， 961詩貨， 971 

金塊の三つが SITC になヤコードとして追加さ

れ，しかも Section9は除外品目が相違している

ため SITCを大きく修正して異なった形になって

し、る。

さらに， この1'.&fl表と1963年 l月号の月報を 7

桁の品目で対照してみると，月報の7桁品目数のほ

うが品目表の 7桁品目数より多くなっている divi・

ぶion( 2桁〕が四つあった〈注5)0 玄た division:18, 

:19はJI報では A つの divisionになっている。これ

らのことから， 1960年以降品図表の修正が行なわ

れていることは明らかだが， これについての説明

は現在行なわれていない。

中央銀行の品目表は， 1956年お｝］にそれまで使

われていた SITCにならったものが，現状にはマ

ッチしなくなったので， さらに若干の修正を加え

て現在にいたってし、るものである。この分類は統

計局の分類と 5桁までは， 2, :1のli.を除いては一

致する。しかしながら 7桁では一致しない点が多

く現われてきている。これは主に除外品目の相違

によるもので， Section9のととろで著しい違いが

正主じている。

いま， 中央銀行の統計をもとにした国連の『貿

易統計年鑑』 （ドル換算金額）と統計局の統計をも

とにした当研究所のドル換算金額を SITC1桁別

に比較してみると第3表のとおりである。 とれか

らもわかるように，両者の相違は Section9のと

ころで著しくなっている。

3. 問題点

以上のように品n分類の事情が夜雑であるうえ

に，実際の統計書には品目名がフル・ネームで印

刷されておらず， しかもコードが付されていない

ので， フィリピンの貿易統計は利用しにく u、私の

である。



Ⅶ　地域分類
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この点， 1963年からの統計局の月報では品目名

か全部印刷されており，改善のあとは伺えるか，そ

れ以前のものおよび中央銀行の tabulationsh四 ts

ではとくに著い、。

たとえば， 1961年の統計局の年報（注6）には，

047 粉砕した穀物

大変

とうもろ二 L

ライ麦

その他の粉

大変

とうもろ二 L

燕麦

その他のT古川、た穀物

となってヤる個所があるが， これだけでは同じ品

名の区別ボ明らかでなし、。これの:iE.確な内容を品

目表によってみてみると，

047 Jト麦以外の穀物（砕レたもの ct！：！土粉）

04701 小麦以外の穀物粉

0°1701・（『！ 大麦

• 02 とうもろこし

（・ l)'.l 燕麦）

・04 ライ麦

・（）り その他の粉

(14702 小麦以外の砕u、た穀物

04702・01 大変

・02 とうも 7，こし

• o:1 燕麦

（・ 04 ヲ f麦）

• 09 その他の砕いた穀物

となっていて分類の内存が明らかとなる。このよ

うに常に品名表と照合をしないと正確に内容を判

断できない。 しかもこの場合，照合すべき品R表

もたびたびの修正であまり役に立たないので， 困

難はたきい。

〔注5〕 Division 81, 84, 85, 86の4｛問所。

Gl：β） Foreign Trade Statistics of the Philip-

pinr,s, 1961, Part II, p. 15. 

可地域分類

統計局の地域分類は，前掲M,i=l表（イ）の中にCoun-

tries of Origin and Destinationとして一覧表に

なっている。これによると，各地域には3桁のコ

ードが付されていて，第 1桁目が Oアメリカ， 1 

ヨーロ、ソパ， 2アジア司 3アフリカ， 4オセアニ

アの S大分類になっている。

この下がさらに 2段階に細分されているが‘ こ

の細分で特徴的なことは，〔0〕アメリカが北アメ

リカ，中部ア Jワカ，南アメリカ， 西インド諸島

と分かれていて， さらに北アメリカが他の地域よ

りもffしく細分されていることである。

つぎに， 中央銀行のものは前掲品目表（ロ）の中に

Country Codeとして記載されてヤる。この分類

体系は 6大外｜をもとにしたものであって最初から

一連番号が付され， それがコードとなっている。

この中央銀行の分類のほうが他の諸閣のそれと似

ており、一般的な分穎！：：： ＂、える。

（統計課 i嵯峨座晴夫）
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